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昌司事』ミ』
（告 示）
0 大学入学に 関し専修学校の 高等課程について文部 大
臣が個別に指定した件 （文部 180) （ 平成11. 
官報第2731号）
0 大学入学に 関し文部 大臣が個別に指定した専修学校
の 高等課程についてその名称を 平成11年4月1日 から
18 10. 
変更した件 （文部 181) （向上）
大学入学に 関し文部 大臣が個別に指定した専修学校
の高等課程についてその課程を 平成ll年 3 月31日 をもっ
て廃止した件 （文部 182) （ 同上）
。
（規 則）
0 人事院規則10-4 （職員の保健及び安全保持） のー
部を改正する人事院規則 （人事院10 -4-8) （ 平成11. 
10. 1 官報第2721号）
0 人事院規則16-4 （補償及び福祉事業の実施） のー
部を改正する人事院規則 （人事院16-4 -18) （向上）
0 国家公務員法等の一部を改正する法律 （ 平成ll年法
律第83号） の施行に伴う関係人事院規則の整備に 関す
る人事院規則 （人事院1-26) （ 平成11. 10. 25 官
報号外第207号）
昌司）��
富山大学大学院理工学研究科規則の一部改正
富山大学大学院理工学研究科規則の改正理由
生 命環境科学専攻のカリキュラムを見直し， 教育内容の充実を図るため，
富山大学大学院理工学研究科規則の一部を改正する規則を 次のとおり制定する。
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第6回評議会（臨時） (10月1日）
（審議事項）
(1) 国立大学の独立行政法人化問題について
(2) その他
第2回年史編纂委員会(10月5日）
（審議事項）
(1）年史編纂の進め方について
(2) その他
第119回構内交通対策委員会(IO月6日）
（審議事項）
(1) 五福地区交通安全会について
(2) その他
第6団事務協議会(10月12日）
（議 題）
当面の諸課題について
第1田部局長会議(10月15日）
（議 題）
(1) 国立学校設置法等の改正に伴う検討事項について
(2) 国立大学の独立行政法人化問題について
(3) 富山大学懇談会の開催について
(4) 開学50周年記念式典等について
(5) その他
第2回国際交流委員会(10月15日）
（審議事項）
(1) 平成11年度国際交流事業基金第2種外国人招へい
事業の選考について
(2) その他
第4回大学院委員会(IO月15日）
（審議事項）
(1) 学生の除籍について
(2) その他
第7回評議会(IO月15日）
（審議事項）
(I) 学生の除籍について
(2) その他
第13回将来計画委員会(10月15日）
（審議事項）
(1) 本学の将来構想・特色について
(2) その他
第2田教務委員会(10月19日）
（審議事項）
(1) 平成12年度以降入学者の教職科目について
(2) 教養教育科目の科目等履修生， 聴講生の受付学部
に関する取扱いの変更について
(3) 転学部の出願時期等について
(4) 平成12年度非常勤講師任用計画について
(5) 学校教育法施行規則等の一部を改正する省令につ
いて
(6) その他
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第4回附属図書館商議会(10月19日）
（審議事項）
学 報
第14回将来計画委員会(IO月25日）
（審議事項）
第418号
(1) 次期附属図書館長候補者の選定 方法及び日程につ
いて
(1) 本学の将来構想・特色について
(2) その他
(2) 開学50周年記念事業にかかる図書の選定について
(3) 平成12年度以降の外国雑誌共通誌の取扱いについ
て
第4回教養教育委員会(IO月27日）
（審議事項）
第3回学生生活協議会(10月25日）
（審議事項）
(1) 平成11年度厚生補導研究会について
(1) 将来計画委員会中間まとめ （教養教育） に係る検
討の進め 方について
(2) 教養教育担当教員の配置に 関する申し合わ せにつ
いて
(2) 平成12年度入学試験合格者への ダ イレクトメール
について
(3) 教養教育推進特別委員会からの提案について
(4) その他
(3) その他
所 属・職・氏名
学 位 の 種 類
取 得 年 月
学 位 論 文 名
論 文 の要 旨
ミ3 司
学 位 取 得 者
教育学部 助教授 橋爪和夫
博士（医学）（福井医科大学）
平成l l年9月30日
未成年者の喫煙が健 康・体力に及ぼす影響
16歳から20歳までの男子学生307名の喫煙率， 喫煙者出現率， 禁煙者
出現率， 喫煙本数， 体格・体力・運動能力， 持久走成績， 運動 習慣， 朝
食摂食習慣についての縦断的資料を解析して 未成年期の喫煙が健 康・
体力に及ぼす影響を検討した。 また 慢性喫煙者である20歳男子学生l1 
名を対象として1週間の禁煙が呼吸循環機能及び体力に及ぼす影響を検
討した。 その結果， 喫煙者出現率・禁煙者出現率ともに， 16歳をピーク
として20歳まで漸次減少すること， 喫煙本数は喫煙開始後3年間は有意
に増加すること， 喫煙習慣は運動 習慣と 関連性がなく， 朝食を食べない
習慣と 関 連性があること， 喫煙者は運動効果を得られていないこと． し
かしながら． 1 週間の禁煙で運動時の酸素運搬能力・酸素摂取効率が高
まり， 運動持続時間が有意に延長することが明らかになった。
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異動区分 発令年月日 氏 名 異 動前の所 属 官 職 異 動 内 d乍ゴ曹・
採 用 11. 10. 12 望月 昇 事務補佐員（附属図書館情報サービス課）
11. 11. 1 高橋 浩二 講 師 人文学部（国際文化学科文化環境論）
昇 任 11. 11. 1 鈴木 信昭 助教授 人文学部 教 授 人文学部（国際文化学科国際文化論） （国際文化学科国際文化論）
II 品川 不二雄 講 師 工学部 助教授 工学部（物質生命システム 工学科材料工学） （物質生命システム工学材料工学）
臨時的任用 11. I 0. 12 薄田 智宏 助 手 経済学部（経営学科管理科学）（～12.7. 10) 
死 亡 11. 10. 4 近堂 和郎 助教授 理学部（物 理学科物性物 理学） 死 亡 （公務外）
3司』司ミー
富山， 石川両県の高等学校長との懇談会を開催
一高等学校と大学との「協同Jの時代へ一
「平成l1年度 高等学校長協会と富山大学との懇談会J
を， 去る10月7日（木）に経済学部会議室で開催しました。
この懇談会は， 高等学校と大学との “接点” である大
学入試を中心として， それぞれの教育の現状や問題点に
ついて意見交換を行い， 相互理解を深めることを目 的に
毎年開催しています。
今回の懇談会には， 富山県内から34校， 石川県内から
21校の高校長や富山県教育委員会 関係者等2人の計57人
と， 大学側からは， 時漂学長を始め能登谷学長補佐（学
生部長）， 各学部長などが出席しました。
時津学長の挨拶， 大学概要の説明， 各学部の近況説明
の後， 『 高等学校と大学との「協 同Jの時代へ』をテー
マに終始活発な意見交換が行われ， 実り多い懇談会とな
りました。
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留学生センターが日本語研修コース第1期開講式を挙行
留学生センターは， 去る10月8日（金）事務局大会議室
において日本語研修コース第 1 期開講式を挙行しました。
開講式は， 塩津センター長からの「日本語と日本文化，
習慣等を早く身につけるとともに， 地域社会における知
的国際交流にも貢献願いたい」との式辞に続いて， 時津
学長から歓迎の挨拶， 本田富山医科薬科大学副学長から
祝辞がそれぞれ英語を交えて行われました。 次いで， 指
導教官， 水上事務局長， 関係職員の紹介と研究留学生の
自己紹介が行われ， 最後に留学生を代表して， 人文学部
のカラーン・アン・カーリーさん （アメリカ出身） から
「素晴らしい環境の中で学べることに感謝したい」旨日
本語で謝辞があり， 無事に式を終了しました。
第 1 期の受講生は， アメリカ， インドネシア． タイ，
フィリピン及びマレーシアの5カ国5人で， 同センター
における6ヶ月間の日本語・ 日本事情等の教育を受けた
後， 本学及び富山医科薬科大学において各専門分野の研
究に入ることになっています。
企 カラーン・アン ・ カーリーさんから謝辞
（事務局大会議室）
平成11年度後期の交通安全一斉指導等を実施
平成11年度後期の交通安全一斉指導及び無許可車両・
駐停車違反車両の一斉取締りが， 10月19日（火）午前10時
から構 内交通対策委員会委員長をはじめ各部 局の交通指
導員及び協力員ら58名によって実施されました。
大学正門をはじめ各門では交通指導員らにより， 自動
車， オートパイで入構する学生等に対する交通安全指導
が行われ， また， 各駐車場及び大学周辺地域では協力員
により無許可車両・駐停車違反車両のチェックが行われ
ました。 今回の指導等によって， 学内における交通事故・
交通違反の防止・減少に効果があがることが期待されま
す。
企 南門付近で安全指導を行う交通指導員ら
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スペース ・コラボレーション ・システムの小型地球局開設式を挙行
（お問い合わ上に寄与することを強く期待しています。
入試課教務係まで）せは，
10月19日（火）午後O時30分から総合情報処理センター
において， スペース・ コラボレーション・ システム
下「S c s  Jという。） の小型地球局 （以下「VSAT 
局」という。） 開設式が， 時津学長をはじめ， 各部 局長，
各学部教務委員長等 関係教職員多数が出席して挙行され
（以
SCS-VSA T局制御装置のスイッチを入れる
時津学長
A 
式では， 時津学長からS c Sを利用した教育研究の発
展に期待する旨挨拶があり， 次いで久保S c S事業実施
委員会委員長からVSA T局設置の経緯と今後の課題等
について説明がありました。 引き続き， 実際にS c Sを
利用して放送大学特別講座「雇用問題の展望」の視聴が
行われ， 議長局である放送大学学習センターや参加大学・
高専の映像がリアルタイムで示されました。
SC S事業実施委員会では， S c Sが授業や研究等に
大いに利用されることにより， 本学の教育研究の質の向
ました。
第2回富山大学懇談会を開催
なお， 学外から出席された方々は次のとおりです。
坂 誠 一 富山国際大学長
上 孝 美 放送大学学園理事長
井 外喜子 富山県婦人会会長
永 尚 武 富山県副知事 （富山県知事代理）
臼 康 夫 側富山技術開発財団特別顧問
本 清 富山県教育委員会教育長
橋 正 一 富山県市長会会長
尾 稔 名古屋大学長
石井
塩
大南
橋正松
去る10月 20日（水）， 事務局中会議室において， 第2回
富山大学懇談会が開催されました。 この懇談会は、 本学
が教育研究及び管理運営の一層の充実と発展を期して学
外有識者の意見を聞くために設置されたもので， 今回が
2回目になるものです。
学外からは， 井上放送大学学園理事長， 松尾名古屋大
学学長， 大永富山県副知事ら8名が， 本学からは時津学
長， 水上事務局長をはじめ部局長等11名が出席しました。
懇談会では， 時津学長から， 第1回懇談会での指導・
助言等を踏まえた大学改革の進捗状況等の報告と． 地域
に生きる大学として一つの大きな目標としている「環日
本海地域研究センター （仮称）J構想 の説明があった後，
議事に入り， 予定の時聞を超えて活発な意見交換が行わ
れました。
委員からは， 「改革を進めるに当たっては， 大学審議
会答申と独立行政法人化との 関係を十分見極めて進める
必要がある。 J， 「地域に生きる大学として， 今後． 富山
大学が地域にどう係わっていくのか， 地域のニーズにど
のように応えるのか十分な検討が必要」など貴重な意見
本学の説明を聞く懇談会委員
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第418号報学平成ll年11月発行
第1回富山大学大学開放推進懇話会を開催
最後に米田センター長から謝辞を兼ねて， 本懇話会で
得られた貴重な意見を基に 今後， 関係機関との協力も取
りながら更に地域連携を深め． 開かれた大学を目指し事
業に取り組んで行きたい， そして本懇話会の貴重な意見
を今後の参考にしたいとのまとめがありました。
なお， 学外からの出席者は次のとおりです。
畑 年 富山県教育委員会生涯学 習室長
富山県民生涯学習カレッジ学長
日 本放送協会富山放送局営業部受信
技術副部長 （富山放送局長代 理）
富山大学公開講座友の会代表
富山県婦人会副会長
北日本放送附常務取締役制作局長
側北日本新聞社編集局社会部長
富山県立近代 美術館長
富山大学公開講座受講者代表
蔵
映
子
彦
正
雄
重
万丈
幹
勝道
敏清松
信
瀬
内
本
口
瀬
田
田
田
中
梅
長
堀
大
飯
山
高
JI I 
生涯学習教育研究センターでは， 学外有識者から意見
を聴き， 大学開放事業をより円滑に 推進するとともに，
その実施状況について評価を受けるため本年6月に富山
大学大学開放推進懇話会を設置し， 第 1 回の懇話会を10
月 21日（木）に黒田講堂会議室で開催しました。
懇話会には， 県教育委員会生涯学習室長はじめ富山県
民生涯学 習カレッジ学長， 報道機関等各界の代表者9名
の委員が出席しました。 時津学長から． 国立大学は「国
による丸抱え」の時代から「独立行政法人化問題」のよ
うに 自助努力が強く求められる時代へ移行しようとして
いく中， 21世紀に向けての本学の発展は， 地域に支えら
れることなくしてありえない， との挨拶に続き， 大学側
から大学開放の現状について説明がありました。
次いで， 各委員から， 地域との連携の在り 方や 方法．
大学の積極 的なP R， 大学開放事業を行う上での大学教
職員の姿勢等についてユニークな意見， そして又， 大変
手厳しい評価及び要望が出されました。
学外から各界代表者9名が出席... 挨拶をする時津学長... 
平成11年度富山県留学生等交流推進会議総会の開催
の留学生関係施策について説明があり， 次いで， 協議題
①留学生の受入れの現状と課題について， ②留学生国際
シンポジウムについて， 熱心な意見交換が行われました。
総会終了後， 出席者は， 改修 工事がほぼ完了した留学
生センターの施設・設備を見学し， 日本語を研修中の研
究留学生らと 和やかに懇談を行いました。
去る10月22日 （金）午後2時から黒田講堂会議室におい
て， 平成11年度富山県留学生等交流推進会議総会が． 文
部省学術国際局留学生課小椋史朗課長補佐， 富山医科薬
科大学本田副学長， 富山国際大学石坂学長， 下村富山県
総務部国際課長ら関係者30名の出席を得て開催されました。
総会では， 文部省留学生課小椋史朗課長補佐から最近
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企 総会で挨拶する時津学長 企 留学生センターで説明を受ける関係者
関学50周年記念講演会を開催 一人文学部一
富山大学関学50周年記念事業の一環として， 人文学部
では10月16日（土）， 大阪大学大学院人文科学研究科教授
真田信治氏を講師に迎え， 講演会を開催しました。 会場
となった人文学部6番講義室には， 市民， 学生， 教職員
約70名の参加者があり 「日本の方言研究と富山県」と
題した講演に聞き入りました。 講演内 容は次のとおりです。
真田教授は畿内中央のことばが流れついて， 未だにそ
の多くを保存しているという特徴を富山方言に見いだし，
「中央語のふきだまり」としての富山方言の研究が日本
語 自体の歴史 的研究においても重要な意義をもっと述べ
た。 また， 富山方言に見る北 方言語的性格と南方言語 的
性格は， 異質なものを取り入れる 「先取性」とさまざま
なものを捨てずに保ち続ける「保守性」という点で， 富
山の人々の県民としてのアイデンティティに重なるので
はないか， との印象を述べた。 次いで， 富山県の方言研
究は， 大田栄太郎氏の研究を通じて， 方言研究の父とい
われた柳田国男や方言研究の母といわれた東条操などの
研究に貢献しており， 近代の日本方言研究に重要な 関わ
りを持っているという点が指摘された。 近年の言語地理
学 的な研究でも， 社会言語学 的な研究でも， 富山とゆか
りの深いという研究者の活躍が目立ち， 富山方言の研究
は現在でも重要な意味を持っているという。
また， 富山方言の社会学的な研究の例として， 真田教
授 自身の手による利賀谷を対象とした「グロットグラム」
（年齢と地点による二元表示を行う方法） による記述と
-10一
その分析が紹介され， 参加者の 関心を集めた。 富山県の
村落を対象とした社会言語学のフィールド調査として，
五箇山や細島の例が示され， 細かな言語調査が行われて
いることについての説明があった。
最後に， 近年の動向として 「ちゃJなど富山方言の
終助調の記述と分析が盛んに行われていることも紹介さ
れ， との種の研究が成功するためには富山方言について
内省のできる研究者 （富山方言を母語とする研究者） が
今後増えていくことが期待されるとの考えを示し， 全体
をまとめた。
なお， 講演終了後には， 活発な質疑応答があり， 盛会
のうちに講演会が終了しました。
企 講演する真田信治大阪大学大学院人文科学
研究科教授
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富山医科薬科大学附属図書館との相互協力を推進一附属図書館一
附属図書館では， 図書館サービスの充実を図るため，
平成11年9月 28日 に富山医科薬科大学附属図書館と図
書館資料の相互利用促進に 関する覚書を締結しました。
この覚書は， それぞれの大学の教育研究に支障のない
範囲で， 資料の閲覧， 複写， 貸出等について相互協力を
推進しようとするものです。 特に資料の貸出について，
従来はI TL (Inter-Library Loan）制度により郵送で
行っていましたが， この覚書締結により， 10月 1 日 から
両大学の学生や教職員は， それぞれの大学附属図書館へ
直接出向いて資料を借りることができるようになりました。
両大学附属図書館は， 収集した資料を相互に利用する
ことで 自館にない資料を補い合うことができます。 ま
た， 来年度からスタートする本学， 富山医科薬科大学及
び富山県立大学の大学院間単位互換協定等， 教育研究活
動支援面での効果も期待できます。
企 覚書締結を終え， 握手する両館長
©®@®®08000 
第26回ゴルフ大会を開催
今年で26回目となる富山大学ゴル フ大会が， 去る10月
4日（月）小杉町の太閤山カントリークラブ において開催
されました。
大会当日 は， スポーツをするには心地よい秋晴れとな
り， 昨年より多い33名が参加しました。 参加者は日 頃の
練習の成果を十分発揮し， 豪快なナイスショットを放つ
など白熱したプレーを繰り広げました。
なお， 上位入賞者は次のとおりです。
｝�貢 イ立 氏 名 （所 属 ）
位 水 上 修 一（事務局）
2 位 山 西 潤 一 （教育学部）
3 位 牧 田 秀 晴（人文学部・ 理学部）
£. ゴルフ大会参加者一同（太閤山カントリークラブ ）
グロス ハンディ ネット 備 考
82 10. 8 71. 2 ベストグロス賞
86 14.4 71. 6 
91 19. 2 71. 8 
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企 開学50周年記念事業をP Rするポスター
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渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先国 目 的 期 間
多機能表面倉lj製による フレッティ 11. l 0. l 
外国出張 工 学 部 助 手 岡 根 正 樹 アメ リカ合衆国 ング疲労特性の改善に関する基礎
的研究 12. 7. 31 
「国際商事仲裁の実態研究」に関 11. 10. 3 経済学部 助教授 津 井 啓 連 lロ'- 王 国 する研究打合せ及び資料収集 11. l 0. l 0 
社会の発展と地球環境維持国際会 11. 10. 5 理 学 部 教 授 佐 竹 洋 中 国 議に出席， 発表 11. 10. 17 
ド イ ツ 連 邦 第3回老齢科学技術国際会議に出 11. l 0. 7 工 学 部 助教授 川原因 淳 アメ リカ合衆国 賦研究発表 11. l 0. 21 
「地球科学における鉱物学の役割」 11. l 0. l 0 
理 学 部 教 授 清 水 正 明 jレ 一 マ 一 ア 国際シンポジウムに出席， 研究発一
表 11. 10. 20 
99年電気化学日米合同大会に出席， 11. l 0. 16 工 学 部 助教授 蓮覚寺 聖 一 アメ リカ合衆国 研究発表 11. 10. 24 
99年電気化学日米合同大会に出席， 11. 10. 16 工 学 部 助 手 中 村 優 子 アメ リカ合衆国 研究発表 l l. 10. 24 
1999年I EE E国際超音波シンポ 11. 10. 18 
工 学 部 助教授 佐 藤 雅 弘 アメ リカ合衆国 ジウムに出席， 情報収集， 研究発
表 11. 10. 21 
「アジア危機以降の環日本海地域 11. 10. 20 経済学部 教 授 桂 木 健 次 中 国 の変 容と展望」に関する環境調査 11.10. 23 
「日本海形成前の東アジアの地体 11. I 0. 21 
理 学 部 助教授 大 藤 茂 ロ ン ア 連 邦 構造の復元Jに関する地質調査の
ため 11. l 0. 31 
日韓拠点大学交流研究者交流 （高 l l. l 0. 21 
工学 部 教 授 佐 治 重 輿 大 韓 民 国 比強度アルミニウム合金の開発）
にて研究発表 l l. 10. 24 
第四回北米神経科学学会に出席， 11. 10. 22 工 学 部 教 授 佐々木 和 男 アメ リカ合衆国 研究発表 11. 10. 28 
「3次元電磁誘導問題に関する国 11. 10. 24 
理 学 部 助教授 藤 浩 明 アメ リカ合衆国 際シンポジウムJに出席， 研究発
表 11. 10. 31 
TM S秋期講演会に参加， 研究発 ll.10. 27 工 学 部 助 手 松 田 健 二 アメ リカ合衆国 表 11. 11. 5 
伸張一短縮サイクル運動の疲労に 11. I 0. l 海外研修 教育学部 助教授 堀 田 朋 基 フ ィ ン ラ ン ド 関する研究 11. 12. 11 
ビジネスモデルに関する研究会に 11. 10. 1 経済学部 講 師 内 田 康 郎 中 国 出席 11. 10. 8 
「植民地政策における多国籍企業 11. 10. 3 経済学部 助教授 岩 内 秀 徳 アメ リカ合衆国 の位置づけ」に関する資料収集 11. 10. 21 
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渡航 の種類 所 属 職 氏 名 渡 航先 国 目 的 期 問
11. 10. 3 
海外研修 教育学部 教 授 神 川 康 子 ド イ ツ 連 邦 第3回国際睡眠 研究会議に出席
11. 10. 11 
近代ヨーロッパ産業史料検索・収
11. 10. 4 
教育学部 助教授 市 川 文 彦 フ フ ン ス 集 のため 11. 10. 11 
「21世紀日韓パートナーシップの 11. 10. 15 
人文学部 講 師 林 夏 生 大 稼 民 国 ための
Action Plan の望ましい実
践方向 に関する研究 」第1次Wor-
ks hop に出席 11. 10. 20 
。®©＠＠®
氏 名 本 国 における
（ 国 籍 ） 所属機関 ・ 職名 来 学 目 的 本学受入れ先 期 問
トム ・ロー 11. 10. 11 
Tom Lough マーレイ州立 大 学 教育学部・教授
共 同 研 究 の た め
（アメリカ 合衆 国 ） 助 教 授 山 西 潤 ー 11. 10. 21 
昌司�G!l
《住所変更》
部 局 職 氏 名
人 文 学 部 講 師 山 崎 けい子
経 済 学 部 議 師 堀 江 典 生
《新任者住所》
部 局 職 氏 名
経 済 学 部 講 師 中 村 肇
II 助 手 薄 田 智 宏
一一14一一
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ミ』昌司』ミ』
15～23日 リカレント学習コース「環境を化学と生物の
眼で診る」
10月1日 第2回学生生活協議会体育部会 19日 交通安全一斉指導
第6回評議会 （臨時） 単位互換 に関する打合会 （富山医科薬科大学）
4日 学内ゴルフ大会 （大間山c. C) スペース・コラボレーション・システム小型
第2回北陸地域インターンシップ 推進連絡会 地球局開設式
議 （金沢市） 第2回教務委員会
4～8 日 物品定期検査 20日 第2回富山大学懇談会
5日 第8 回 （平成11年度） 富山地区技術職員研修 固有財産実地監査
Aコース （工学部実習工場） 21日 第1回大学開放推進懇話会
東海 ・ 北陸地区国立大学長会議 22日 第l回学生生活協議会文化部会
（愛知教育大学） 平成11年度富山県留学生等交流推進会議総会
第9回大学教育検討委員会 （黒田講堂）
5～6臼 外国人留学生の見学旅行 （磐梯青年の家） 25日 第3回学生 生活協議会
6日 第119回構内交通対策委員会 第14回将来計画委員会
7 日 課外 活動顧問教官会議 26日 第10回大学教育検討委員会
平成11年度高等学校長協会と富山大学との懇 27日 第4回教養教育委員会
談会 （経済学部会議室） 25～26日 東 海・北陸地区国立大学事務局長会議
8 日 職員教養研修 （放送大学第l学期授業受講） （名古屋大学）
開講式 27日 第6回国際交流委員会留学生部会
12日 第6回事務協議会 27～29日 第ll回富山県地区国立学校等中堅係員研修
12～15日 国立学校等課長補佐研修 （オリンピック記念 （本学当番）
青少年総合センター） 28日 第1回水質保全委員会排水部会
東海・北陸地区国立学校等係長研修 （富山医 28～29日 固有財産利活用検討状況調査
科薬科大学） 29日 第1回入学試験実施委員会健康診断専門委員会
13日 第13回セクシュアル・ハラスメント等対応検
討委員会 文 学
訟務事務担当者事務打合せ会 （富山合同庁舎）
13～15日 第55田中部地区中堅係員研修 （国民年金保養 10月4日 講座代表者会議
センター「のと」） 6日 学部将来計画委員会
14日 第9回事務組織改善検討委員会学生部会 物品定期検査
第3回教務委員会教職科 目 専門委員会 13日 教授会
14～15日 防火管理者講習会 （富山消防署） 教授会 （人事）
15日 第8 回 （平成11年度） 富山地区技術職員研修 16日 富山大学関学50周年人文学部記念講演会
Bコース （地域 共同研究センター） 20日 第3年次編入学者選抜検査
第1回部局長会議 21～22日 第51回国立17大学人文系学部長会議及び第22
第2回国際交流委員会 回同事務長会議 （高知大学）
第4回大学院委員会 27日 教授会
第7 回評議会 研究科委員会
第13回将来計画委員会
- I S -
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10月3日 附属幼稚園運動会
6日 学部将来計画委員会
7 日 物品定期検査
学部学生生活委員会
学部就職指導 委員会
8日 平成11年度日 本教育大学協会北陸地区学長・
副学長・学部長 ・ 学部教官合同会議
（上越教育大学）
13日 学部教務委員会
教授 会
人事教授会
研究科委員会小委員会
平成11年度秋季全国国立大学教育学部長会議
（琉球大学）
平成11年度教育学研究科入学者選抜試験
附属幼稚園保育フォーラム
日 本教育大学協会学長 ・ 学部長等連絡協議会
(KKRホテル東京）
3年次生合宿研修 （国立立山少年自然の家）
附属養護学校学習発表会
20日
21日
27日
29日
29～30日
31日
済
10月4日
6日
7 日
8日
竺竺l
学部自己点検評価委員会
人事教授会
研究科委員会
学部教務委員会
学部自己点検評価委員会
学部入学試験委員会
情報処理委員会
12日 総務委員会 （持ち回り）
13日 教授会
18日 図書等委員会
20日 学部教務委員会
26～27日 環日本海環境保全国際フォーラム in TOY訓A
’99 
28日 将来構想等検討委員会
29日 学部自己点検評価委員会
性 学
10月1日 理工学研究科博士前期課程理学部会教務検討
報 第418号
小委員会
4日 学部教務委員会
6日 物品定期検査
8日 学部排水安全委員会
13日 理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会
人事教授会
14日 学部施設委員会， 将来計画委員会との合同委
員会
15日 A Vシステム 仕様策定委員会
18日 学部第三者評価に係る検討小委員会
21日 国立22大学理学部長会議 （KKRホテル東京）
22日 第17回国立大学理学部長会議
(KKRホテル東京）
27日 就職に関する理学部説明会
A Vシステム 仕様策定委員会
学
山出
10月5 日 学部外 部評価委員会
8日 学部教務委員会 （持ち回り）
12日 後学期授業開始
13日 教授会
専任教授 会
工学研究科博士後期諜程委員会
14日 将来計画に係る検討委員会
15日 自己点検評価にかかる検討委員会
18日 紀要委員会
22日 学部運営委員会
将来計画委員会
28日 第32回北陸信越地区国立大学工学部長会議
（新潟大学）
29日 将来計画にかかる検討委員会
｜附属図書館｜
10月5 日 第2四年史編纂委員会
19日 第4回商議会
21～22日平成11年度北信越地区国立大学図書館研修会
27日 附属図書館利用説明会
問問i!／�－1
一16-
10月 15日 大学院生教育講座
平成ll年11月発行 学
｜生涯学習教育研究センター1
10月7 日 第l l回大学開放の在り方に関する研究会 （広
島県民文化センター）
8 日 第5 回生涯学習実務者協議会 （広島市；中国
新聞ホール）
21日 第1回富山大学大学開放推進懇話会
｜ 総合側理センター ｜
10月7 ～8 日
第11回学術及び総合情報処理センター研究交
流・連絡会議 （弘前大学）
29日 第14回学術及び総合情報処理センター長会議
（埼玉大学）
｜留学生センター1
10月8 日 日本語研修コース第1期開講式
｜水素同位体科学研究センター｜
10月21日 第7 回運営委員会
報 第418号
-17ー
平成ll年11月発行
学
幸日 第418号
企 外国人留学生の見学旅行（10月6日、 磐梯青年の家）
編 集 富山大学庶務部庶務課
富山 市五福3 1 9 0 
印刷所 あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5-18
電 話（ 4 2 4)  1 7 5 5(it) 
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